
曽於市地域ＩｏＴ実装推進事業 【別紙】

提案者 鹿児島県曽於市

実施地域 鹿児島県曽於市 分野別モデル 農業・防災

事業概要

タブレットやドローンとＧＩＳの連携で，災害調査・農林業の調査業務に活用し業務を効
率化。更に，赤外線カメラ付きドローンで行方不明者捜索への活用や，有害鳥獣の分
布調査へも活用し，イノシシなどの罠設置の効率化に役立てる。ＧＩＳで全庁的に災害
情報を共有し，収集したデータの活用で，災害が発生しやすい地域を把握し，地域の
強化に繋げ，災害情報を市民に公開し，市民の安心・安全を図る。

災害情報

既知の防災情報や，災
害時の状況写真と共に
場所など被害情報，復
旧工事の情報も入力，
人の捜索に活用し地点
や状況を登録

農業情報

転作確認や作付調査
の情報(写真・場所・生
育状況等)を入力

林業情報

伐採や再造林の地点
等の状況を写真と共に
入力，有害鳥獣の分布
調査

ドローンを災
害の全体像
把握に活用

人の捜索に赤
外線カメラ付ド
ローンを活用

ドローンを活用
し，短時間で広
範囲の農地調
査

赤外線カメラ付ド
ローンで有害鳥
獣の分布調査

ドロ－ンの活用
で現地に行くこ
となく林地調査

デ
ー
タ
サ
ー
バ

・通行止め箇所の把握
・災害情報の全庁共有と重複情報の把握
・防災情報の活用
・発注データの活用
・災害復旧の進捗把握
・人の捜索箇所や状況の把握

防災・土木・交通

閲覧

閲覧

農業

・転作確認や作付調査の進捗把握
・既存データを次期調査で現地活用
・遊休農地や耕作放棄地の状況把握

閲覧

・伐採状況の把握
・再造林推進や指導に活用
・林道被害の状況把握や指導等に活用
・有害鳥獣の活動範囲を把握
・有害鳥獣の罠設置にデータを活用

林業

期待できる導入効果

・災害調査の早期完了
・被害情報の全庁的な情報共有
・被害個所の重複調査の解消
・通行止め情報の公開で市民の安全確保
・う回路の把握，公共交通の維持
・地域の補強工事の偏りを解消
・行方不明者の早期安全確保
・消防防災関係機関との情報共有

・ＧＩＳ活用で調査業務を省力化
・調査データの集積・活用で調査精度ＵＰ
・ドローン活用で一帯の調査時間を短縮
・調査業務を省力化し営農指導を充実

・再造林の促進と未整備林の減少
・崩壊林道の早期把握と対応
・効率的な罠の設置
・猟友会との情報共有
・有害鳥獣被害の減少



九州観光促進プラットフォームによる地域活性化

提案者 九州電力株式会社

実施地域 熊本県北及び福岡県南エリア 分野別モデル 観光クラウド

事業概要

インバウンド向けに地域情報を整理し、「旅行者が自ら、観光地、体験、店舗等を見つけるため
のシステム」、「複数地域が連携して付加価値の高い地域ツーリズムを開発・販売するための支
援システム」を整備し、旅行客、地域事業者等にサービス提供することで、地域課題の一つであ
る、旅行客及び消費額の増加に貢献する。

・2019年度に整備した地域情報データベース及び地域情報サイトをベースに、以下の取組みを実施し、
✓県境をまたいだ広域化（熊本県北部の昨年度対象外地域、福岡県南部地域を対象にエリア拡大）
✓SDGsや衛生対策等の情報を提供し、新たな旅のあり方を提案

・最終的には、地域情報と支援サービスの拡充による「受入れサービスの向上」と「旅行販売による収益向上」の好循環を目指す

観光クラウド＋

地域情報
データベース

地域情報サイト
・地域情報/スポット情報

地域支援システム
・地域情報管理/旅程検討

地域ツーリズムサービス事業者

地域事業者
地域協議会

旅行
事業者

旅行者

✓地域ツーリズムサービス事業者と地域事業者が協力し、ター
ゲットに合わせた地域の魅力を最大化するツーリズムを検討

✓新たなアクティビティや、新たな特産物を協力して開発

情報提供

情報検索
旅程検討

地域ツーリズム販売

情報参照
旅程検討

✓既存の地域情報等を基に、インバウンド
対応を考慮したデータベースを整備

✓地域情報が分かりやすい

✓従来に比べローカルディープな
旅行を提供

✓より地域の魅力を堪能
✓体験、購買等の意欲向上

地域情報登録

♪

九州観光促進プラットフォーム



保育施設ＡＩ入所調整システム導入事業

提案者 薩摩川内市

実施地域 鹿児島県薩摩川内市 分野別モデル AIによる保育所入所選考マッチング

事業概要
申請者の世帯状況や入所希望施設により、手作業で行っていた保育所入所選考事務にＡＩ導入
を導入することで、大幅な作業時間短縮が図られ、職員のワークライフバランスを実現する。また
早期に入所決定通知書を申請者に送付することで市民サービスの向上を図る。

現 状 導入後

基幹システムから入所申込者のデータをExcel
に出力し、複数の条件や保育所等の空き状
況を勘案しながらの手作業による入所調整。
・担当職員が１ヶ月半はほぼ毎日残業

・入所の可否が分かるのが２月下旬になるこ
とも

基幹システムから入所申込者のデータを出力
し、ＡＩシステムを実行するだけで入所調整が
できる。
・数十秒で作業終了（大幅な作業時間短縮）
・入所決定通知を２月上旬には発送できる

・システムによる公平な選考
・早期の入所可否による保護者の満足度の向上
・保育施設の受け入れ準備期間の確保

・作業時間短縮による担当職員のワークライフバ
ランスの実現



奄美群島「伝泊」を中心とした地元の中小企業・行政・専門企業と連携した「ふるさとテレワーク」事業

提案者 一般社団法人 しま・ひと・たから

実施地域 鹿児島県奄美市・徳之島 分野別モデル 働き方 テレワーク

事業概要
地域既存テレワーク拠点と地域資源を活かし「ふるさとテレワーク」で訪れた人を長期滞在・移住
へと繋げる。さらに、奄美群島、他地域へのビジネスとして横展開をする計画。

一般社団法人 しま・ひと・たから

国内外・都市部

地域資源

長期派遣・移住

まーぐん広場伝泊

自然 伝統 文化

奄美大島・徳之島

徳之島から
奄美群島へ
横展開

IOT情報
集積・分析

連携支援 広報支援

医療

地域資源を生かしたテレワーク体験プログラムの提供

テレワーク拠点

拡大展開

異業種企業連携事業創出新規労働力
確保

観光
子育て
支援

JAL 広報支援
送客支援

サービス
質向上


